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第５章 都市福利機能の向上に向けた取り組み（都市福利施設を整

備する事業に関する事項） 
 

５-1 都市福利施設の整備の必要性 
 

（１） 現状分析                                            

中心市街地の活性化を推進するには、市民生活の利便性を向上させ、豊かさと潤

いを与える拠点が面的に配置されていることが必要である。１-５「中心市街地の

状況」記載のとおり、２地区ともに官公庁、文化・スポーツ、医療、福祉、交通等

の施設が面的に整備されている。特に前計画においては、静岡地区では静岡市美術

館、市立静岡病院新館、駿府城公園（坤櫓、芝生広場等）の整備等を実施し、清水

地区では清水文化会館「マリナート」、こどもクリエイティブタウン「ま･あ･る」

の整備等を実施した。 

それら過去の取り組みの積み重ねにもかかわらず、同じく１-５記載のとおり、

まちの活力が減退傾向にある現状においては、〝わくわく ドキドキ〟と楽しさ・

豊かさを享受し、〝てくてく らくらく〟と回遊・滞在できるまちとなるよう、更

なる都市福利機能の向上を図ることが求められる。 

 

（２）  フォローアップの方策                                     

第５章に位置付けた各事業については、計画期間中毎年度事業の進捗状況を確認

し、必要に応じて計画の変更や事業の改善等を行う。 
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５-２ 具体的事業の内容 

【静岡地区】 

（１） 法に定める特別の措置に関連する事業                              

 該当なし 

 

（２） 認定と連携した支援措置に関連する事業                           
 

① 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業      
 

事業名、内容 
及び実施時期 実施 

主体 中心市街地の活性化を実現す
るための位置付け及び必要性 支援措置の内容 

及び実施時期 その他 
の事項 

29 

事業名 
静岡市歴史文化施設
建設事業 

内容 
静岡市歴史文化施設
の建設（施行区域：
約 8,100㎡、延床面
積：約 5,000㎡） 

実施時期 
H27～H32 

静岡市 中軸施策「家康公が築いた
歴史資源の活用」に位置付け
られた事業である。 

静岡市は、市内に点在する
歴史的・文化的資源の核とな
る施設を有していない。歴史
文化を活かした地域の活性化
に向け、市の歴史的・文化的
資源を将来にわたり保存・伝
承するとともに、魅力を市内
外に発信し、歴史観光を促進
する拠点施設の整備を図るこ
とが必要である。 

支援措置名 
社会資本整備
総合交付金（都
市再生整備計
画事業-都市再
構築戦略事業） 

支援措置実施時期 
H28～H32 

 

1-3 

事業名 
静岡呉服町第二地区
第一種市街地再開発
事業【再掲】 

内容 
商業・業務、駐車場
（113 台）、駐輪場
（291 台）、多目的
ホール（約 600㎡）、
高齢者施設（約 100
戸）、ウェルネス等の
整備を図る再開発事
業の実施（施行区域
約 4,000㎡、延床面
積約 20,200㎡、階
数：地上 13 階、地
下１階） 

実施時期 
H25～H30 

静 岡 呉
服 町 第
二 地 区
市 街 地
再 開 発
組 合 、
（仮称）
静 岡 呉
服 町 第
二 地 区
市 街 地
再 開 発
事 業 ま
ち づ く
り会社 

中軸施策「静岡の特徴ある
商業空間の形成」「まちの空
間・時間を楽しむ創造的活動
の推進」に位置付けられ、ま
た充足機能「医療・福祉・教
育」「住戸」の達成に向けた事
業である。 

当該事業実施区域の既存建
物群の老朽化進展に対し、防
災性・耐震性向上に向けた更
新を図りつつ、静岡地区の中
心にふさわしい魅力あるまち
の形成に向け、土地の高度利
用やにぎわい創出等を図る必
要がある。〝商都〟の中軸で
ある呉服町通りの再興に向
け、前計画で整備完了した静
岡呉服町第一地区再開発事業
（呉服町タワー）等とともに
地域活力の再生を牽引する新
たな中軸拠点の整備を推進す
ることが求められる。その一
環として、商業施設、駐車場・
駐輪場の充実とともに、地域
経済活性化にも繋がる文化的
活動等を促進する多目的ホー

支援措置名 
社会資本整備
総合交付金（住
環境整備事業-
市街地再開発
事業） 

支援措置実施時期 
Ｈ25～H30 
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ルや、シニア世代が入居する
高齢者施設、ウェルネス等の
整備・運営を図ることは有用
である。 

2-3 

事業名 
静岡七間町地区優良
建築物等整備事業
【再掲】 

内容 
商業、保育所（約
300㎡、定員 60人
程度）、住戸（170
戸）、駐車場（116

台）、駐輪場（207
台）等の整備を図る
優建事業の実施（施
行区域約 2,600㎡、
延床面積約 19,500
㎡、階数：地上 27

階、地下１階） 

実施時期 
H26～H29 

静 岡 七
間 町 地
区 優 良
建 築 物
等 整 備
事 業 建
設組合 

中軸施策「静岡の特徴ある
商業空間の形成」に位置付け
られ、また充足機能「医療・
福祉・教育」「住戸」の達成に
向けた事業である。 
当該事業実施区域の既存建
物群の老朽化進展に対し、防
災性・耐震性向上に向けた更
新を図りつつ、低未利用地を
活用し、公共空地確保・都市
機能拡充等を図る必要があ
る。映画館群撤退によるにぎ
わい減退傾向にある七間町エ
リアの再生に向け、市水道局
庁舎整備事業等とともに、福
祉・教育・業務・防災・コミ
ュニティ機能等を備えた新た
な複合型地域拠点に転換し、
魅力ある景観形成等の連携を
図ることで地域活力の再生を
推進することが求められる。
その一環として、地域の雇用
や子育てを下支えする保育施
設や住戸等の整備を図ること
は有用である。 

支援措置名 
社会資本整備
総合交付金（住
環境整備事業-
優良建築物等
整備事業） 

支援措置実施時期 
H26～H29 

 

 

② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業  

該当なし 

 

（３） 中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業            
 

事業名、内容 
及び実施時期 実施 

主体 中心市街地の活性化を実現す
るための位置付け及び必要性 支援措置の内容 

及び実施時期 その他 
の事項 

1-4 

事業名 
静岡呉服町第二地区
第一種市街地再開発
事業【再掲】 

内容 
商業・業務、駐車場
（113 台）、駐輪場
（291 台）、多目的
ホール（約 600㎡）、
高齢者施設（約 100

戸）、ウェルネス等の
整備を図る再開発事
業の実施（施行区域

静 岡 呉
服 町 第
二 地 区
市 街 地
再 開 発
組 合 、
（仮称）
静 岡 呉
服 町 第
二 地 区
市 街 地
再 開 発
事 業 ま
ち づ く

中軸施策「静岡の特徴ある
商業空間の形成」「まちの空
間・時間を楽しむ創造的活動
の推進」に位置付けられ、ま
た充足機能「医療・福祉・教
育」「住戸」の達成に向けた事
業である。 
当該事業実施区域の既存建
物群の老朽化進展に対し、防
災性・耐震性向上に向けた更
新を図りつつ、静岡地区の中
心にふさわしい魅力あるまち
の形成に向け、土地の高度利
用やにぎわい創出等を図る必

支援措置名 
防災・省エネま
ちづくり緊急促
進事業 

支援措置実施時期 
Ｈ28～Ｈ30 
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約 4,000㎡、延床面
積約 20,200㎡、階
数：地上 13 階、地
下１階） 

実施時期 
H25～H30 

り会社 要がある。〝商都〟の中軸で
ある呉服町通りの再興に向
け、前計画で整備完了した静
岡呉服町第一地区再開発事業
（呉服町タワー）等とともに
地域活力の再生を牽引する新
たな中軸拠点の整備を推進す
ることが求められる。その一
環として、商業施設、駐車場・
駐輪場の充実とともに、地域
経済活性化にも繋がる文化的
活動等を促進する多目的ホー
ルや、シニア世代が入居する
高齢者施設、ウェルネス等の
整備・運営を図ることは有用
である。 

2-4 

事業名 
静岡七間町地区優良
建築物等整備事業
【再掲】 

内容 
商業、保育所（約
300㎡、定員 60人
程度）、住戸（170
戸）、駐車場（116

台）、駐輪場（207
台）等の整備を図る
優建事業の実施（施
行区域約 2,600㎡、
延床面積約 19,500
㎡、階数：地上 27

階、地下１階） 

実施時期 
H26～H29 

静 岡 七
間 町 地
区 優 良
建 築 物
等 整 備
事 業 建
設組合 

中軸施策「静岡の特徴ある
商業空間の形成」に位置付け
られ、また充足機能「医療・
福祉・教育」「住戸」の達成に
向けた事業である。 
当該事業実施区域の既存建
物群の老朽化進展に対し、防
災性・耐震性向上に向けた更
新を図りつつ、低未利用地を
活用し、公共空地確保・都市
機能拡充等を図る必要があ
る。映画館群撤退によるにぎ
わい減退傾向にある七間町エ
リアの再生に向け、市水道局
庁舎整備事業等とともに、福
祉・教育・業務・防災・コミ
ュニティ機能等を備えた新た
な複合型地域拠点に転換し、
魅力ある景観形成等の連携を
図ることで地域活力の再生を
推進することが求められる。
その一環として、地域の雇用
や子育てを下支えする保育施
設や住戸等の整備を図ること
は有用である。 

支援措置名 

①防災・省エネ
まちづくり緊急
促進事業 
②保育対策総合
支援事業費補助
金 

支援措置実施時期 
①Ｈ27～Ｈ28 
②H29 

 

30 

事業名 
市立森下小学校改築
事業 

内容 
市立森下小学校既存
校舎の解体、新校舎
の建設 

実施時期 
H25～H29 

静岡市 充足機能「医療・福祉・教
育」の達成に向けた事業であ
る。 
築後 50年以上経過し、老
朽化が著しい市立森下小学校
においては、児童が安全で快
適に教育を受けられる環境の
整備を図る必要がある。 

支援措置名 
学校施設環境改
善交付金 

支援措置実施時期 
H27～H29 

 

31 静岡市 充足機能「医療・福祉・教 支援措置名  
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事業名 
森下児童クラブ整
備・運営事業 

内容 
市立森下小学校の改
築に併せた放課後児
童クラブ（森下児童
クラブ）の整備・運
営（整備内容約 150
㎡、定員 70名程度） 

実施時期 
H28～H29 

育」の達成足に向けた事業で
ある。 

市立森下小学校の改築に際
しては、少子化の進展や家庭
環境・就労形態の多様化等、
児童を取り巻く環境の変化を
踏まえ、放課後等に児童が安
心・安全に活動する場を確保
するとともに、健全育成を支
援する必要がある。 

子ども・子育て
支援整備交付金 

支援措置実施時期 
H28～H29 

32 

事業名 
静岡赤十字病院増改
築事業 

内容 
静岡赤十字病院既存
病棟・駐車場等の解
体、新病棟・駐車場
等の建設（施行区域
約 6,400㎡、延床面
積約 30,000㎡（１
号館約 17,800㎡、
３号館約 12,350
㎡） 

実施時期 
Ｈ21～Ｈ28 

静 岡 赤
十 字 病
院 

充足機能「医療・福祉・教
育」の達成に向けた事業であ
る。 

静岡県下の広域的医療機能
の中軸を担う静岡赤十字病院
においては、病棟等建築物の
老朽化が進展している。その
更新を図り、救命救急・周産
期医療の充実、地域連携の推
進、災害拠点としての施設整
備、院内快適性の向上等を推
進する必要がある。 

支援措置名 
医療施設耐震化
臨時特例事業費
補助金 

支援措置実施時期 
H23～H27 

 

 

（４） 国の支援がないその他の事業                                  
 

事業名、内容 
及び実施時期 実施 

主体 中心市街地の活性化を実現す
るための位置付け及び必要性 支援措置の内容 

及び実施時期 その他 
の事項 

33 

事業名 
市上下水道局移転・
運営事業 

内容 
市上下水道局の移
転・運営 

実施時期 
H27～ 

静岡市 充足機能「産業・ビジネス」
「防災」の達成に向けた事業
である。 
映画館群撤退によるにぎわ
い減退傾向にある七間町エリ
アの再生に向け、静岡七間町
地区優良建築物等整備事業等
とともに、福祉・教育・業務・
防災・コミュニティ機能等を
備えた新たな複合型地域拠点
に転換し、地域活力の再生を
図る必要がある。その一環と
して、地域のにぎわいを下支
えする業務機能の移転・運営
や、防災機能を備えた施設整
備が求められる。 

  

34 静 岡 浅 中軸施策「家康公が築いた   
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事業名 
静岡浅間神社保存修
理事業（神部神社浅
間神社本殿ほか 12

棟建造物保存伝承事
業） 

内容 
静岡浅間神社の保存
修理、修理状況の公
開 

実施時期 
H26～H37 

間神社 歴史資源の活用」に位置付け
られた事業である。 

重要文化財建造物群である
静岡浅間神社の経年劣化が進
んでいる。それらを適切に保
護し、次代へ継承することが
必要である。また、文化財等
をはじめとした、地域の歴
史・文化を活かしたまちづく
りを推進することが求められ
ている。 

35 

事業名 
静岡市文化・クリエ
イティブ産業振興セ
ンター移転・運営事
業 

内容 
静岡市文化・クリエ
イティブ産業振興セ
ンター（旧静岡市ク
リエーター支援セン
ター）の移転・運営 

実施時期 
H28～ 

静岡市 中軸施策「まちの空間・時
間を楽しむ創造的活動の推
進」に位置付けられた事業で
ある。 
静岡市上下水道局庁舎の整
備に際しては、映画館群撤退
によるにぎわい減退傾向にあ
る七間町エリアの再生に向
け、静岡七間町地区優良建築
物等整備事業等とともに、福
祉・教育・業務・防災・コミ
ュニティ機能等を備えた新た
な複合型地域拠点に転換し、
地域活力の再生を図る必要が
ある。その一環として、創造
的活動拠点を移転・運営し、
クリエーターの発掘・育成・
企業やクリエイティブ産業の
振興を図ることが求められ
る。 

  

36 

事業名 
企業立地促進助成
（クリエーター事務
所賃借料補助）実施
事業 

内容 
静岡地区内のクリエ
ーター事務所への建
物賃借料補助 

実施時期 
H27～ 

静岡市 中軸施策「まちの空間・時
間を楽しむ創造的活動の推
進」に位置付けられた事業で
ある。 

映画館群撤退によるにぎわ
い減退傾向にある七間町エリ
アの再生に向け、静岡市クリ
エーター支援センターを移転
し、創造的活動の推進を図る
ところだが、その拠点整備と
併せ、エリア内に個々のクリ
エーターの集積も一層促進す
ることが求められる。 

  

37 

事業名 
鈴木学園中央調理製
菓専門学校静岡校移
転・運営事業 

内容 学 校 法
人 鈴 木
学園 

中軸施策「まちの空間・時
間を楽しむ創造的活動の推
進」に位置付けられた事業で
ある。 
静岡市上下水道局庁舎の整
備に際しては、映画館群撤退
によるにぎわい減退傾向にあ
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鈴木学園中央調理製
菓専門学校静岡校の
移転・運営 

実施時期 
H28～ 

る七間町エリアの再生に向
け、静岡七間町地区優良建築
物等整備事業等とともに、福
祉・教育・業務・防災・コミ
ュニティ機能等を備えた新た
な複合型地域拠点に転換し、
地域活力の再生を図る必要が
ある。その一環として、地域
のにぎわい創出や教育機能向
上に寄与する専門学校の移
転・運営が求められる。特に、
古くから飲食業等の多い七間
町エリアは、調理製菓分野の
専門学校との親和性が高く、
企業と密接に連携した職業教
育の実践や、生涯学習の推進、
飲食業界のハブ機能等の効果
が期待される。 

38 

事業名 
静岡市美術館運営事
業 

内容 
静岡市美術館の運営 

実施時期 
H22～ 

静岡市 中軸施策「まちの空間・時
間を楽しむ創造的活動の推
進」に位置付けられた事業で
ある。 
前計画で整備完了した静岡
市美術館は、時流に合わせた
運営を適切に実施し、地域の
文化機能を活かした活性化を
牽引する中軸拠点であり続け
ることが求められる。 

  

39 

事業名 
ＳＯＨＯしずおか運
営事業 

内容 
ＳＯＨＯしずおかの
運営 

実施時期 
H20～ 

静岡県、
静 岡 県
中 部 地
区 Ｓ Ｏ
Ｈ Ｏ 推
進 協 議
会 

充足機能「産業・ビジネス」
の達成に向けた事業である。 
静岡地区は、商業機能とと
もに、業務機能にも優位性を
有し、事業所集積数・率が高
い。まちの強みを一層磨き上
げ、地域経済・産業の活性化
推進に向け、創業支援拠点の
運営を時流に合わせ適切に実
施し続けることが求められ
る。 

  

40 

事業名 
静岡市産学交流セン
ター「Ｂ-ｎｅｓｔ」
運営事業 

内容 
静岡市産学交流セン
ター「Ｂ-ｎｅｓｔ」
の運営 

実施時期 
H16～ 

静岡市 充足機能「産業・ビジネス」
の達成に向けた事業である。 
静岡地区は、商業機能とと
もに、業務機能にも優位性を
有し、事業所集積数・率が高
い。まちの強みを一層磨き上
げ、地域経済・産業の活性化
推進に向け、創業支援・産学
交流拠点の運営を時流に合わ
せ適切に実施し続けることが
求められる。 

  

41 

事業名 株 式 会
社 ＣＳ

充足機能「産業・ビジネス」
の達成に向けた事業である。 
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民間シェアオフィス
運営事業 

内容 
民間シェアオフィス
「ＳＨＩＺＵＯＫＡ 
ＳＨＡＲＥ ＯＦＦ
ＩＣＥ」「Ｂｕｓｉｎ
ｅｓｓ  Ｃｏｍｍ
ｕｎｉｔｙ Ｌｉｎ
ｋ」等の運営 

実施時期 
H25～ 

Ａ 不 動
産、株式
会 社 オ
レ ン ジ
ハ ウ ス 

等 

静岡地区は、商業機能とと
もに、業務機能にも優位性を
有し、事業所集積数・率が高
い。まちの強みを一層磨き上
げ、地域経済・産業の活性化
推進に向け、公的創業支援拠
点のみならず、民間において
も創業支援施設の運営を実施
することが求められる。 

42 

事業名 
コミュニティホール
七間町運営事業 

内容 
コミュニティホール
七間町（多目的ホー
ル、会議室、フリー
スペース等）の運営 

実施時期 
H26～ 

公 益 財
団 法 人
静 岡 市
ま ち づ
く り 公
社 

中軸施策「今日～未来のま
ちを担う人材・団体の活躍」
に位置付けられた事業であ
る。 
映画館群撤退によるにぎわ
い減退傾向にある七間町エリ
アの再生に向け、静岡七間町
地区優良建築物等整備事業等
とともに、福祉・教育・業務・
防災・コミュニティ機能等を
備えた新たな複合型地域拠点
に転換し、地域活力の再生を
図る必要がある。その一環と
して、勉強会・ワークショッ
プ等の地域活動や、買物客・
親子連れ等の休憩場所など、
地域コミュニティを推進する
拠点が求められる。 

  

43 

事業名 
シニアライフ支援セ
ンター「くれば」運
営事業 

内容 
シニアライフ支援セ
ンター「くれば」の
運営（ランチ・カフ
ェ、セミナー開催、
各種相談等） 

実施時期 
25～ 

Ｎ Ｐ Ｏ
法 人 静
岡 団 塊
創業塾 

中軸施策「今日～未来のま
ちを担う人材・団体の活躍」
に位置付けられた事業であ
る。 

静岡地区における居住人
口・世帯数は増加傾向にある
ものの、全国の都市部で起こ
っている課題（地域交流の不
足、高齢者・子育て中の若い
母親の孤立化等）に対するた
め、地域住民が気軽に立ち寄
り、交流を図ることができる
拠点が必要である。また、定
年退職後等のシニア世代の知
識・経験を、まちづくりに活
かすことが求められる。 

  

 

 

【清水地区】 

（１） 法に定める特別の措置に関連する事業                             

該当なし 
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（２） 認定と連携した支援措置に関連する事業                           
 

① 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業      

該当なし 

 

② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業   

該当なし 

 

（３） 中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業             

該当なし 

 

（４） 国の支援がないその他の事業                                   
 

事業名、内容 
及び実施時期 実施 

主体 中心市街地の活性化を実現す
るための位置付け及び必要性 支援措置の内容 

及び実施時期 その他 
の事項 

44 

事業名 
こどもクリエイティ
ブタウン「ま・あ・
る」運営事業 

内容 
こどもクリエイティ
ブタウン「ま・あ・
る」の運営（仕事・
ものづくり体験、清
水駅前銀座商店街等
との地域連携等） 

実施時期 
H24～ 

静岡市 中軸施策「まちの空間・時
間を楽しむ劇場型活動の推
進」に位置付けられた事業で
ある。 

前計画で整備完了したこど
もクリエイティブタウン
「ま・あ・る」については、
時流に合わせた運営を適切に
実施し、こどもの自主性や創
造性を育み、未来の地域産業
を担う人材を育てる中軸拠点
であり続けることが求められ
る。 

  

45 

事業名 
静岡市清水文化会館
「マリナート」運営
事業 

事業内容 
静岡市清水文化会館
「マリナート」の運
営 

実施時期 
H24～ 

静岡市 中軸施策「まちの空間・時
間を楽しむ劇場型活動の推
進」に位置付けられた事業で
ある。 
前計画で整備完了した静岡
市清水文化会館「マリナート」
については、時流に合わせた
運営を適切に実施し、地域の
文化機能を活かした活性化を
牽引する中軸拠点であり続け
ることが求められる。 

  

46 

事業名 
清水港湾博物館「フ
ェルケール博物館」
運営事業 

一 般 財
団 法 人
清 水 港
湾 博 物
館 

中軸施策「〝清水のタカ
ラ・チカラ〟の積極活用」に
位置付けられた事業である。 
港町として栄えた清水地区
においては、清水港の歴史や
役割を伝え・学ぶことのでき
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内容 
フェルケール博物館
の運営（船の模型や
船舶関連品の展示、
企画展の実施、缶詰
記念館の運営） 

実施時期 
Ｈ３～ 

る拠点が求められる。また、
港を有するからこそ栄えた地
場産品である缶詰（ツナ缶）
の歴史を伝える施設があるこ
とは、有用である。 

47 

事業名 
清水港海洋文化拠点
調査事業 

内容 
清水港海洋文化拠点
の整備に向けた調
査・検討の実施 

実施時期 
H27～ 

静岡市 中軸施策「〝清水のタカ
ラ・チカラ〟の積極活用」に
位置付けられた事業である。 

港町・清水における立地特
性を活かし、清水地区の地域
資源である地質・深海・海洋・
水生生物等をテーマとした学
術・海洋文化拠点の創出に向
けた調査・検討が求められて
いる。 

  

 

 


